 eq \o\ac(○,達)タイプ

達タイプ問題作成マニュアル

達タイプは、問題ファイルを書き換えることによって、かなり自由にプログラムの動作を変更することができます。ここでは、そのうち、重要と思われるものを説明します。詳しくは、達問題.xlsの各セルのコメントを参照に使ってみて下さい。

表紙メッセージ
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表紙メッセージに書かれている文字、フォントを変更できます。表紙メッセージに書かれている文字の代わりに画像を入れることもできます。

設定位置

この表紙メッセージの変更は、達問題.xlsのInformationシートで行います。

文字の変更

InformationシートのD13セルに入れる文字を変更すると、表紙メッセージの内容が変わります。

フォントの変更

InformationシートのD16セルからD21までの間のセルに値を入れて、フォントの色や下線を引くかなどを変更できます。

画像を入れる

表紙メッセージの部分に画像を入れたい場合は、D26セルにビットマップファイルの位置を指定します。
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ファイル提出位置

提出ボタンを押したときにどこにファイルが提出されるかを決めることができます。達問題.xlsのInformationシートのC38セルで指定しています。ここに、X:\teacher\tatsu\情報基礎 の要領で提出先フォルダを指定して下さい。

C39セルでそのパス指定が絶対パスか、達タイプ開始.xlsがあるフォルダからの相対位置かを指定することができます。１なら絶対パス、0なら相対パスです。
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パスワード設定

使用者マニュアルにもあるように、各個人データには、パスワードが設定されます。最初このパスワードには、1234という簡単パスワードになっています。そこで、使用する前にこのパスワードを変更して下さい。パスワードのデータは、達タイプ開始.xlsに保存されます。
設定方法
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問題
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設定位置

達問題.xlsファイルの各ステップ名がついたシートで問題文が指定されています。例えば、初級ステップ１の問題文は、達問題.xlsの初級ステップ１シートで指定されています。

問題文

各ステップシートのA19セル以降の部分で上段メッセージと問題文を指定します。

プログラム実行時は、上の行から順に表示されていきます。問題文がなにもかかれていない行にきたら、その練習を終了します。

	問題種類番号→
	1

	上段メッセージ↓
	問題↓

	↓
	↓

	白い欄の文字を打つ。大文字小文字の区別無しです。
	Fjfjfj

	下のキーボードガイドで赤くなっているのが次打つ文字
	fdfdfd

	下のキーボードガイドで赤くなっているのが次打つ文字
	fdjfdjfdj


複数の問題文

同じ初級ステップ１でも１回目と２回目では違う問題文が出てきます。最初は、A列B列に書かれている問題文が出ているのですが、２回目はI列J列の問題が表示されるという具合に、どこまで実行したかを記憶していて、右へ右へと表示する問題文を変更するようになっています。右端までいって、問題文が無くなったら、今度は折り返して、右から左へと戻ってきます。
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中級の問題文
中級ステップ１などの中級のステップの問題欄に、ひらがなを入力しておけばローマ字入力の練習の問題を作成できます。

このとき、漢字や「。、」などの記号を入れないで下さい。エラーになります。
高度な設定

スコアなどの情報

問題シートの青い部分には、プログラムが実行中に、値が代入されます。例えば、下図、C19セルには、１行目の問題文を打ち込んだ後のスコア、C20行には、2行問題文を打ち込んだ後のスコアが入力されます。これを用いると、後で説明するように、スコアに応じたプログラム動作を設定することができます。

なお、この値が入力されるのは、プログラム実行時だけで、保存されることはありません。
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音を鳴らす。

問題の8列目（最初ならH列）には、Waveファイルを指定できます。ここにWave名を書いておくと、その行を打ち終わった後にWave音がながれます。後述の成績に応じた動作を指定すると、成績に応じて鳴らす音を変更することができます。

基本的には、達タイプ開始.xlsと同じフォルダあるいは、そこからの相対パスで入力して下さい。絶対パスで入力したい場合は、H16セルに1と入力します。

成績に応じた音

問題シートの各ステップのシートのC列、D列、E列には、各行の問題文を打ち終わった後にそれまでの現在のスコア、間違い数、速さが入力されます。このデータを使って、If文を使うと成績に応じて鳴らす音をかえる事ができます。

達問題例フォルダに入っている、wavファイルと達問題.xlsファイルを達タイプ開始.xlsと同じフォルダに移して実行してみてください。スコアに応じて、音声が流れます。
終了条件

F列に1が入っていると、レッスンが途中で終了します。成績が悪い場合に途中で終わらせるようにしたい場合は、IF関数を使ってここに終了条件を入力します。

練習者の名前を問題にいれる

B6からB10シートには、練習者の名前が入ります。（この値が入力されるのは、プログラム実行時だけで、保存されることはありません。）そこで、問題文に「=B8 & "がんばって"」という具合に名前を組み込んだ問題文を作成することができます。（ここで、＆は文字の連結演算子です。Excelの標準機能です。）

達成績処理

達成績処理.xls を使うと学生の成績データを集計することができます。各練習項目における最高スコアが集計されます。
①成績処理開始ボタンをクリックして下さい。
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②フォルダ選択画面が出てくるので、学生の達個人データを入れているフォルダを選択して下さい。
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③パスワードを入力して下さい。
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蛇足

あまり知られていないようですが、Excel VBAが優れている点の一つは、Excelがユーザーインターフェースとなって、プログラムを知らない人が、プログラム動作を変更できるソフトを作成できる点です。
Excel のワークシート関数を使用すれば、ある特定セルを引数とし、ある特定のセルを戻り値とする関数をワークシート上に作成できます。例えば、このプログラムでいうと、達問題.xlsの青色の部分が引数にあたり、waveファイルの指定などが戻り値になります。

このワークシート上に作成した関数に応じて動作するソフトを作成すれば、ワークシート関数しかしらないエンドユーザーでも、かなり柔軟にソフトウェア全体の動作を変更できるのです。









ビットマップファイル位置の指定





フォントなどの指定





表示する文字





③古いパスワードには1234を入力





提出先を指定





①[設定]クリック





このメッセージを上段メッセージと呼びます。





これを問題文と呼びます。





これを表紙メッセージといいます。
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